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6
月
26
日
、
朝
霞

市
は
、
国
と
県
を
交

え
た「
基
地
跡
地
整

備
計
画
策
定
委
員

会
」
第
4
回
会
合

で
、
跡
地
の
中
心
部

の
北
西
角
の
3
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
、
国
家
公

務
員
宿
舎
と
し
て
、

26
階
建
て（
高
さ
約

7
8
m
）
と
25
階
建

て（
高
さ
約
7
5
m
）

の
高
層
住
宅
、
2
棟

を
建
設
す
る
財
務
省

案
を
受
入
れ
る
こ
と

を
決
め
た
。

財
務
省
案
に
よ
れ

ば
、
宿
舎
は
3
分
の

1
が
家
族
用
、
残
り

の
3
分
の
2
が
単
身

者
用
で
、
2
0
0
8

年
に
着
工
、
3
年
後

の
完
成
を
目
指
す
。

中
心
部
の
残
り
13

ヘ
ク
タ
ー
ル
余
り
の

用
地
を
朝
霞
市
が
買

取
り
、
公
園
な
ど
を

建
設
す
る
計
画
で
、

市
が
求
め
て
い
る
跡

地
の
払
い
下
げ
に
つ

い
て
は
、
今
後
朝
霞

市
と
国
と
の
協
議
が

続
け
ら
れ
る
。

反
発
す
る
市
民
は

少
な
く
な
い
。

市
民
感
覚
か
ら
懸

け
離
れ
た
決
着
に
失

望
し
た
市
民
は
少
な

く
な
い
よ
う
だ
。

跡
地
利
用
に
つ
い

て
論
議
し
て
き
た
公

募
百
人
に
よ
る「
市

民
懇
談
会
」
の
メ
ン

バ
ー
は
、
一
年
あ
ま

り
の
議
論
は
一
体
何

だ
っ
た
か
、
と
い
う

思
い
を
深
く
か
み
し

め
て
い
る
。

今
回
の
合
意
は
、

跡
地
の
中
心
部
の
土

壌
汚
染
と
そ
の
除
去

な
ど
の
課
題
が
浮
上

し
た
た
め
、
国
は
建

設
予
定
地
を
積
極
的

に
中
心
部
に
移
し
、

一
方
朝
霞
市
は
、
今

後
に
控
え
て
い
る
多

く
の
問
題
、
特
に
財

政
的
な
課
題
を
考
慮

し
つ
つ
も
、
苦
衷
の

色
を
隠
さ
な
い
。

  

x 

x 

x  

戦
時
下
に
つ
く
ら

れ
た「
被ひ

服ふ
く

廠し
ょ
う」、
そ

し
て
戦
後
の
米
軍
基

地
へ 軍

事
施
設
の
一
つ
、

「
陸
軍
被
服
廠
」
が
赤

羽
か
ら
朝
霞
駅
前
に

移
転
し
て
き
た
の
は
、

太
平
洋
戦
争
に
突
入

し
た
昭
和
十
六
年
の
こ

と
だ
っ
た
。

被
服
廠
（
ひ
ふ
く

し
ょ
う
）
は
、
軍
人

が
身
に
つ
け
る
軍
服
、

靴
、
鉄
兜
な
ど
を
つ
く

る
施
設
で
、
戦
争
の

拡
大
と
共
に
本
廠
が

手
狭
に
な
っ
た
た
め
、

そ
の
分
廠
を
つ
く
る
こ

と
に
な
り
、
東
京
近

郊
の
朝
霞
に
白
羽
の
矢

が
立
っ
た
。

敗
戦
に
よ
っ
て
米
軍

に
接
収
さ
れ
、
一
帯

は
「
キ
ャ
ン
プ
ド
レ
ー

ク
」
と
呼
ば
れ
、
被

服
廠
の
跡
地
は
「
ノ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
」
と
な
っ

た
。
戦
時
中
に
は
、

朝
霞
駅
の
手
前
か
ら

分
岐
し
た
線
路
が
引
か

れ
、
被
服
廠
内
に
製

品
や
材
料
を
輸
送
し
て

い
た
が
、
接
収
さ
れ
て

か
ら
も
、
米
軍
の
専

用
列
車
は
基
地
内
に

直
接
乗
入
れ
、
物
資

の
輸
送
に
使
用
し
た
。

ま
た
朝
鮮
戦
争
の
出

兵
に
も
使
わ
れ
た
。

市
民
団
体
に
よ
っ
て

基
地
返
還
を
要
求
す

る
運
動
が
盛
り
上
が

り
、
昭
和
四
十
九
年

日
米
政
府
間
の
協
議

に
よ
っ
て
、
一
部
の
地

域
を
除
く
大
部
分
の

キ
ャ
ン
プ
地
の
返
還
が

決
ま
っ
た
。

そ
れ
よ
り
前
、
昭
和

二
十
九
年
に
基
地
の
一

部
（
い
ま
の
市
庁
舎
の

部
分
）
が
返
還
さ
れ
、

県
立
川
越
高
校
定
時

制
の
校
舎
が
建
設
さ
れ

た
が
、
昭
和
四
十
二
年

朝
霞
町
は
市
政
を
施

行
し
、
四
十
七
年
に
は

新
市
庁
舎
で
業
務
を

開
始
し
た
。

返
還
さ
れ
た
土
地
の

一
角
に
中
央
公
園
、
総

合
体
育
館
な
ど
を
建

設
、
こ
の
地
域
は
大
き

な
変
貌
を
遂
げ
た
。

過
去
に
遡
る
と
・
・

朝
霞
駅
前
は
、
昔
は

ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
江
戸
時
代
、
こ

の
辺
一
帯
は
広
沢
の
原

と
言
わ
れ
、
か
や
の
野

原
、
雑
木
林
が
続
い
て

い
た
。
住
民
は
原
野

を
開
墾
し
て
畑
を
つ
く

り
、
作
付
け
し
た
。

野
原
に
は
兎
や
狐
が

飛
び
回
っ
て
い
た
と
と

い
う
。
明
治
時
代
に

な
っ
て
も
、
畑
と
武
蔵

野
の
雑
木
林
が
続
い
て

い
た
。

大
正
三
年
に
東
武

東
上
線
が
開
通
、「
膝

折
駅
」
が
で
き
た
が
、

二
、三
軒
の
商
店
の
ほ

か
に
は
見
る
べ
き
も
の

は
無
く
、
静
か
な
農

村
だ
っ
た
。

用
地
の
取
得
は
じ

ま
る（
基
地
跡
地
は

か
つ
て
民
有
地
で

あ
っ
た
）

米
軍
朝
霞
基
地
跡
地
に

高
層
２
棟
８
５
０
戸
建
設

日
中
戦
争
、
太
平

洋
戦
争
と
続
く
農
村

で
は
、
男
子
は
兵
隊

に
と
ら
れ
、
農
業
に
携

わ
る
の
は
女
子
と
老
人

の
み
で
、
小
学
生
ま
で

が
農
家
に
勤
労
奉
仕

隊
を
組
織
し
て
手
伝
い

を
し
た
。

田
や
畑
を
耕
す
人
は

い
な
く
な
り
、
雑
木

林
を
掃
い
て
堆
肥
を
つ

く
る
人
も
い
な
く
な
っ

て
、
荒
れ
果
て
た
。

誰
も
が
困
っ
て
い
た

と
き
、
政
府
の
指
令

を
受
け
た
人
々
が
、
留

守
を
守
る
女
性
や
老

人
、
子
供
の
家
を
訪

れ
、
被
服
廠
の
用
地

と
し
て
の
農
地
を
買
い

占
め
て
い
っ
た
。

印
鑑
を
も
っ
て
役
場

に
集
め
ら
れ
、
政
府
の

方
針
で
あ
る
と
説
明
し

て
、
農
地
の
譲
渡
を

強
制
し
た
。「
坪
当
り

一
円
五
十
銭
で
印
を
押

さ
せ
ら
れ
た
」
そ
う
で

あ
る
。
長
年
耕
作
に

当
っ
て
き
た
地
主
の
関

係
者
は
、
そ
の
頃
を
思

い
出
し
て
い
ま
も
無
念

な
思
い
に
駆
ら
れ
て
い

る
。

幸
い
に
戦
争
か
ら
帰

還
で
き
た
農
家
の
男
性

も
、
ふ
た
た
び
農
業
に

就
く
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
、
落
胆
し
た
。

あ
の
頃
の
光
景
は

被
服
廠
が
あ
っ
た
こ

ろ
、
朝
霞
駅
を
降
り

る
と
、
畑
の
向
こ
う
に

町
役
場
が
あ
り
、
そ
の

前
は
、
竹
矢
来
の
垣

根
が
長
く
長
く
続
き
、

中
に
は
、
被
服
廠
の
建

物
の
他
、
多
数
の
シ
ー

ト
を
か
け
た
荷
物
の
山

が
積
ま
れ
て
い
た
。

戦
後
敷
地
内
に
積

ま
れ
て
い
た
物
資
は
、

米
軍
の
進
駐
に
備
え
、

近
く
の
農
家
の
納
屋

に
移
さ
れ
た
が
、
終
戦

直
後
は
無
政
府
状
態

と
な
り
、
混
乱
に
乗
じ

て
こ
れ
ら
の
物
資
を
夜

中
に
盗
む
人
々
の
影
は

絶
え
な
か
っ
た
。
滅
茶

滅
茶
な
、
そ
し
て
浅
ま

し
い
光
景
だ
っ
た
。

資
料
：
金
子 

真

/
戦
前
と
戦
後
の
十

年
、「
季
刊
に
い
く
ら

ご
お
り
」
第
十
三
号

（
1
9
7
9
）

あ
さ
か
の
歴
史（
朝

霞
市
市
史
編
三
室

編
）、
発
行
/
朝
霞
市
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